
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の未来を描こう！！ 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

発行2023年8月 

ＶＯＬ．202 

 

救急要請が 

多発しています。 

熱中症・脱水症状に 

くれぐれもご注意を！！ 

 

豊中市議会議員 

無所属 

①児童相談所の設置（令和７年度開始予定）～中核市では大阪府内初～ 
豊中市が児童相談所の設置に向けて準備を進めていることはご存じですか？児童相談所のほか    

３０人が入所できる一時保護所も設置。合計約１５０人の職員を計画的に採用する予定です。 
 

児童虐待相談対応の現状 
現在、豊中市の児童虐待相談対応は、市のこども相談課と大阪府の児童相談所（池田子ども      

家庭センター）が連携し、状況に応じた支援に取り組んでいます。その児童虐待相談対応件数は、   

本市においても増加傾向にあり、令和２年度は２１１０件で平成２４年度の９６０件から倍増。また、池田

子ども家庭センターの相談件数や一時保護件数は、豊中市の事案が全体の約６割を占めています。 
 

児童相談所の設置により期待される効果 
・子ども家庭センターと市が各々に役割を担っていた児童虐待等の予防、支援、防止、介入、        

家族再統合支援までを市が一貫して切れめなく行うことが可能となる 

・リスク発生予防、早期発見、防止、要保護支援、自立支援、家庭復帰施策までの切れめない支援を 

市の判断で行うことが可能となる 

・相談通告窓口が一つとなり、迅速な要保護児童等の調査や安全確認が可能となる 

・子どもや家庭の相談に高い専門性による支援が行える 
 

設置に向けての懸念点・留意点 

・専門職の確保及び育成 

慢性的な人員不足かつ、児童福祉司や児童心理司等の専門性の向上は喫緊の課題 
 

・子どもの意思を尊重した支援 

子どもの権利擁護のあり方が課題であり、 子どもの最善の利益につながる取組みが不可欠 
 

・効率的、効果的な運営 

子どもの安全を最優先した迅速対応や寄り添い支援を 24時間 365日可能とする体制づくり 

IcTや AI技術などを活用した効果的な運営形態の確立 
 

・関係機関との緊密な連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保護者負担費の無償化（令和６年度開始か？？） 
豊中市が市立小中学校等における保護者負担費の無償化を検討していることをご存じですか？ 
 

保護者負担費の現状 

市の試算では、義務教育９年間で一人あたり約３４万円の負担がかかっている （※学校給食費除く） 
 

無償化を検討しているもの 

・宿泊行事費（修学旅行費等）  ・教材費（資料集、各種ドリル帳、文具類等）  

・各教科実習費（調理実習材料、工作材料等）  ・校外学習費（社会見学等） 

（注）児童生徒個人の所有物としての性格が強い費用については無償化の対象外とする 

  ・ランドセル ・通学かばん ・標準服 ・体操服 ・水着 ・リコーダーなど 
 

無償化のねらい 
・児童生徒が安心して学校教育活動に参加できる 

・徴収、管理、支払い等の手間や事務負担の軽減 
 

無償化に向けた課題 
・宿泊行事費や教材費は学校間でかなりの差がある → 公平性の担保は？ 

・公費負担が膨れ上がる可能性がある → 上限額の設定は？ 

・持続可能性が不可欠 → 約７～８億円の恒久財源の確保は？ 
 

 ③不登校特例校の開設（令和９年度開始で検討中） 
豊中市は、令和９年度の市立不登校特例校の開設に向けて検討を開始しました。 
 

不登校の現状 

令和３年度、小学生が318 人、中学生が460 人、計778 人（前年比２６５人増）で増加傾向 
 

不登校特例校とは？ 
平成１７年に制度化されたもので、学校に行けない児童生徒に配慮し、学習指導要領にとらわれない  

教育課程を持つ学校で、卒業資格が受けられ、内申書等の進路書類も発行してもらえる。まだ、全国に

公立・私立あわせて２０数校しかない。 
 

開設に向けての検討課題 
・不登校支援対策における不登校特例校の役割と既存の対策との関係性は？ 

・人員体制や運営費は？  ・設置形態（学校型・分教室型）は？ 

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20エルビル 2階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10時から 17時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

発行元 大阪維新の会・無所属議員団（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=127jf6kgr/EXP=1338433277;_ylt=A3JuMGR9jcVPhUABXSyU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz/*-http:/www.takara.ac.jp/images/icon_facebook_02.png
https://www.istockphoto.com/jp/%E3%83%99%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%99%E3%82%8B%E5%AD%90%E4%BE%9B%E3%81%9F%E3%81%A1-gm1094754922-293833011

